
地域経済の好循環 ～新たな広域ﾈｯﾄﾜｰｸの形成～効果②

・成田空港にとって、圏央道は重要な

アクセスツールです。

・圏央道がつながると、北関東から都

心の渋滞に巻き込まれることなく、

ダイレクトにアクセスできるため、

北関東方面からの利用が増加するこ

とを期待しています。

成田国際空港
株式会社

【成田国際空港株式会社の声】

出典）平成27年３月 ヒアリング調査（北首都国道事務所調べ）
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圏央道の開通で、新たな広域ネットワークが形成

圏央道利用ルート
（新たな広域ルートの形成）

都心通過ルート

● 次々とつながる圏央道の整備により、都心を経由せず、北関東方面と成田国際空港を結ぶ

新たな広域ルートが形成され、人・物の交流が活発となり、地域経済の好循環が期待され

ます。

● 圏央道を経由することにより、前橋市役所～成田空港間の移動時間のバラツキが大幅に減

少し、道路混雑等による到着遅れの少ない移動が可能になるなど、時間信頼性の高い広域

ネットワークが形成されます。

【前橋市役所から成田空港への移動時間の比較】

成田空港

前橋市役所

圏央道の整備により成田空港
へのアクセスが格段に強化さ
れます！
今回の開通は、その第一歩！

※土地収用法に基づく手続きによる用地取得等が速やかに完了する場合

出典）移動時間算出は、民間プローブデータ（H26年10月平日12時間）から算出、新規開通区間は既開通区間の延長当たり移動時間から算出。
経 路 ：都心通過ルートは、前橋IC→（関越道、外環、池袋線、都心環状線、深川線、湾岸線、東関東道）→新空港IC

圏央道利用ルートは、前橋IC→（関越道、圏央道、東関東道）→新空港IC

（移動時間の比較）
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最短移動時間 最長移動時間 平均移動時間

移動時間（分）

（191km）

都心通過
ルート

圏央道利用
ルート

平均168分
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159分
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H27年度
開通予定

H27年度
開通予定※

H27年5月までに
開通予定



● 圏央道（久喜白岡JCT～境古河IC間）の開通により、東北道等へのアクセスが向上し、平

成２６年６月に世界遺産登録された「富岡製糸場」をはじめ、主要観光地への移動時間短

縮が期待されます。

● 次々とつながる圏央道の整備により、観光地への訪問回数が増加し、新たな観光需要の喚

起が期待されます。

地域経済の好循環 ～観光拠点がより身近に～効果②
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富岡製糸場

年間223万人（富岡市）

茨城県

埼玉県

栃木県

群馬県

今回開通区間

境古河IC

久喜白岡
JCT

東京都

千葉県

山梨県

境町役場

河口湖IC

日光IC

富岡IC

加須IC

主要観光地への
移動時間が短縮

富士山

年間約1,333万人
（富士・東部圏域）

日光江戸村

東武ワールド
スクウェア

群馬サファリパーク

妙義山

富岡製糸場

日光東照宮

河口湖

富士急ハイランド

富士山

【境町役場から主要観光地への移動時間の変化】

主要観光地への移動性が向上

日光東照宮

年間326万人（日光市）

凡 例

開通前ルート

開通後ルート

（圏央道利用）

【富岡製糸場関係者の声】

・茨城、千葉方面からのアクセ

スが良くなるため、より多く

の方に来て頂く機会が増える

ことを期待しています。

・全線開通時には、都心の混雑

で時間がよめなかった方など

も、世界遺産「富岡製糸場」

をより身近に感じてもらえれ

ばと思います。

富岡製糸場
関係者

（富岡市内）

出典）平成27年３月 ヒアリング調査
（北首都国道事務所調べ）

出典）移動時間算出は、民間プローブデータ（H26年11月12時間平均）から算出、新規開通区間は規制速度から算出。
出典）観光入込客数は、富岡市（H25年群馬県観光客数・消費額調査（推計）結果）、日光市（H25年栃木県観光客入込数・
出典）宿泊数推定調査結果）、富士・東部地域（H25年山梨県観光入込客統計調査報告書）の観光入込客数を記載。

神奈川県

開通前：約119分
↓

開通後：約98分
（約21分短縮）

開通前：約113分
↓

開通後：約101分
（約12分短縮）

開通前：約179分
↓

開通後：約115分
（約64分短縮）

H27年度
開通予定

H27年度
開通予定※

久喜IC

※土地収用法に基づく手続きによる用地取得等が速やかに完了する場合



地域経済の好循環 ～物流への貢献～効果②

● 境古河ＩＣが開通する地元の境町は、茨城県レタスの有数な産地であり、茨城レタスの発

祥の地です。なお、茨城県は全国第２位の出荷量を誇ります。

● 圏央道（久喜白岡JCT～境古河IC間）の開通により、東北道へのアクセスが向上し、鮮度

が第一のレタスを都心方面に短時間で配送することが可能になります。

鮮度が第一のレタスを都心方面に短時間で配送することが可能に
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・当ＪＡでは、レタス、キャベツ、白菜、トマ

ト、ネギなどの野菜を都心方面や東北方面へ

出荷しており、都心方面への出荷が７割以上

を占めています。

・境古河ＩＣの開通により、市場への到達時間

が短縮し、鮮度の向上が期待されます。

・また、利根川渡河部などでの渋滞を回避でき

るため、安定した配送が期待されます。

ＪＡ関係者

出典：平成25年産野菜生産出荷統計（農林水産省）

茨城県

埼玉県
久喜白岡
JCT

久喜IC

出典：移動時間算出は、民間プローブデータ（H26年11月平日12時間平均）から算出、
新規開通区間は規制速度から算出。

境古河IC

五霞IC

幸手IC

至
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至

神
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今回開通区間

都心
方面へ

茨城県は
全国第２位の出荷量

【レタス出荷量（全国上位１０位）】 【ＪＡ茨城むつみ関係者の声】

千葉県

開通前：約46分
↓

開通後：約20分
（約26分短縮）

出典：境町ホームページ

都心方面への
移動時間が短縮

出典）平成26年12月 ヒアリング調査（北首都国道事務所調べ）

【ＪＡ茨城むつみから久喜白岡JCTへの移動時間の変化】

凡 例

開通前ルート（一般道）

開通後ルート（圏央道）
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ＪＡ茨城
むつみ

至東京都

至栃木県

境大橋

撮影：平成27年3月13日（金）

東京方面

栃木方面

新利根川橋の渋滞状況

新利根川橋

撮影：平成27年2月4日（水）

栃木方面

東京方面

境大橋の渋滞状況


